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143　　　　 吸 乳 刺激 の ラ ッ F 下垂体 プn ラ クチ ン

合 成 e 分 泌 に 対す る 影 響

一
般講演 日産嬬誌 39巻臨時増 刊

144　 高 プ ・ ラ ク チ ン 血嫐 壬娠 分 娩後 の 性機

能 の 自然 回 復機序

名古屋 大学
1
，名古 屋 大学環 境 医研

2

小 栗久典   齠 信彦，吉川齷 ，妹 尾雄
2

水谷 哲也
1

， 松沢克治
1
，山本 直A2，紀 平正 道

1

成 田　収
1

， 松 井信 夫
2

，友 田　豊
1

自 治 医 科 大 学 　古 河 日 光 総 合病 院
＊

田 村 貴，軈 泰 彎 水 上 鹸 ほ 田太朗

　【目的 】　産 褥期 va　＄b け る 下垂体 プ ロ ラ ク チ ン

　（PRL ）の 合成 ・分泌 調節に 対 す る 吸乳 刺激 の 影 響

　を 検討す る た め 、 以下 の 実 験を行 な っ た 。

　【方法 】 雌 ウ ィ
ス タ ー

系 ラ 。 トを 分娩 直後 、産

　褥 6 日 、 12 日 に屡殺 し、下 垂 体 論 よぴ 血液 を得 た

　（授乳 e 群 ）。 下 垂体 の 細胞 質分 画 を 調整 し 、
eap −

　cDNA プ ロ ーブ を用 い た dot馳 ridizati   に て PRL

　
mRNA を 定量 化 し穐 下垂体 中 と 血 清 PRL は RIA

　に て 測定 した 。 更 に 分娩 直後 よ b 乳仔 を 分 離 し た

　ラ ッ ト （授乳（一群 ）va　k・い て も 同様 の 項 目を測 定

　し、比皸検討 した 。 な 聆 対 照 と し て 下 垂 体 中 の 成

長 ホ ル モ ン （GH ）rriRNA
， 下垂 体 中 ど血清 GH も同

様 の 手 法 で 測定 した 。

　【成績 】　下 垂 体 当 b の PR   RNA 量 は 授乳ω群 ，
授 乳←觧 共 va分 娩 直後 よ り産褥 6 日 ま で 各 々 1．1±

　O．2倍 ， 1．1±O．6倍 と 有意 な 変化 を示 さ な か っ た が ，

　12 日 に は 授乳 e）群 で は 分 娩 直後 の 1．7±O．3倍 と 明

らか な 増 加 を 認 め た 。授乳（→群 で は 0．8土 0．2倍 と

t の 増 加 は 見 られ な かっ た 。 下垂 体 PRL 量は ，授

乳blgeで は ・分 娩 直後 に 比 し て 授 乳 ω群 ，
　 nt　YL（．）

群 共 ， 6 日 で 減 少 ， 12 日 で 増 加 し た が 授乳 （一）群 の

方 が 常に 高値 で あ っ た 。 血 清 PRL 濃度 （ng ／ ml ）は ，

分 娩 直後 で は ， 8L6 士 19．3 と高 く ， 授乳e）ffで は ，

6日 s12 日共 に 高値を 維 持 した 。 そ れ に 対 し て 授

乳 O 群 の 血清 P瓧 値は ， 6日 ua・7．2± 1．0，12 日，8．3
土 1．0 と低値 で 推移 し た 。下 垂 体 G晒 A 量 、 下 垂

体 GH 量 は ，両群 と も 6 日 で は 変化 な く ， 12 日 で 減

少す る傾向 に あっ た 6 血 清 GH 濃度 は ， 両群 と も分

娩 後 よ b産 褥 期の 変化 は 見 られ な か っ た 。

【結論 ）　吸 乳刺激 は 産褥 初期 で は 特 に 下 垂 体

PRL 分 泌 に 、 そ れ 以 降 は 合 成 に も 関 与 す る 可 能

性 が 示 唆 さ れ た 。

　〔 目 的 塙 PRL 患 者 FF・　tCは 分娩 後数年 内 多嘸 治 療

　
の ま ま で も 自然 排卵妊 娠す る こ と が あ る 。 以下 は

　
こ の 様 な 現象発 現 機序 を 内 分 泌的 に 明 か に し よ う

　と 試 み た
。 〔方 法 〕高 PRL 性不妊 の 治 療 中 妊娠 ，

　分娩 の 後性 機 能 が 自然 回 復 した と 思 わ れ る 4 例 に

　お い て 妊娠 前 ， 分娩 後 の 血 中 PRL
， 下 垂 体 Gn 放 出

　能（LH −RH テ ス ト ）の 変 動 と CT に よ る 下垂体 の 変

　化 を追 っ た 。 〔成 績 〕症 例 1）初診 時 PRL114ug ／

　
灑 （以 下単 位 省略 ），下 垂 体腫瘍 。

パ ー
ロ デ ル （P｝

妊娠 分 娩 ・年 Pa・PRL は 34・8 と低下 ．　CT で 。mp 、，

　seHa 。　P 再 開・妊 娠 せ ず ・ P 中 止 後 も排 卵 性 で 自

然 妊娠 ・ 2）初診 時 PRL ・00，　LH − RH （30分 ，LH 頂

働 は 留 mlU 擁 と 低反 FE．CT で 下 垂齷 瘍 。

P ＋ ・ 1・ mid で 妊 娠 ・ 分娩 2 ケ 月後 ・）LH −RH （30 分

LH ）は 69 ．0 と 回 復 。 再度 P ＋ clomid で 妊 娠 。 分娩

4 ケ 膿 自然賑 ・こ の

嘆 PRL は ・2・・ と低 下 ．

鵬 は 縮 少 傾 向赫 した 。 33権 体 臘 瘍 術後 血 中

PRL 　107 ，　LH −
．RH （30分 ．　 LH ）は 5．3 と 低 値。　 H

MG −HCG で 妊 娠・分 娩 3 ケ 月後 の PRL は 32．6，
LH −RH （30分，　 LH ）は 166 と 回 復 。自然 月経 発 来 。

2 年半 後 自然 妊 娠 。 分娩 前 後 で CT 著変 な し。 4）初
診時 PRL195 ・LH − RH （30分 ，　LH ）は 13．8 と低 反

応。CT で 下 垂 体 腫瘍 。　HMG −HCG で 妊娠 。 分 娩
ユ 年後 PRL213 ・LH − RH （30分 ，　LH ）は 17．3，3

年 半後各 々 93 ・9，60・3 ， 4 年 半後 PRL は 18．9 と

正 常化 し BBT 上 粥 隴 周期 で あ る．下 垂 体臨
に 壊 死 性変 化 が 示 唆 さ れ た ． 〔結論 〕下 垂 体鵬
の 変 化 懐 死性 ・ emp ・y　sell 。 等 ）

一
・ PRI ，分 泌

低 下 →視床 下 部 内 因 性 Gn −RH 分 泌 の 回 復 →下 垂

体 G ・倣 出 の 改善
．一

卵巣 胸 矚 期 の 回 復 の 順で 性
機能 が 自然 回 復す る こ と が 示 唆 さ れ た 。
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